
Ｒ７ ソーシャルワーク実習 基本実習プログラム（基本PG）  

実習施設名：滋賀県立近江学園 

 

ソーシャルワーク実習 

教育に含むべき事項 

（国通知） 

達成目標 

（評価ガイド

ライン） 

※各達成目標
の具体例は行
動目標を参照 

当該実習施設における実習の実施方法及び展開 

学生に求める事

前学習 

具体的実習内容 指導上の留意点 

SW 実践の場の理解

に関する内容 

SWr の理解に関す

る内容 

SW 実践の理解に関

する内容 

SW 実践の理解に関
する内容 

（発展的） 

活用する資料・ 
参照物 

 

利用者やその関

係者（家族・親族、

友人等）、施設・事

業者・機関・団体、

住民やボランティ

ア等との基本的な

コミュニケーシ

ョンや円滑な人

間関係の形成 

(１)クライエン

ト等と人間関係

を形成するため

の基本的なコミ

ュニケーション

をとることがで

きる 

・糸賀著作物の
閲覧 

・学園資料の閲
覧 

・コミュニケー
ション技法の
確認 

・バイステック
の７原則の確
認 

❶施設の成り立ちに
ついて説明を受ける 

❷施設が対象として
いる支援の必要な人
たち（以下、CL）の特
性と日々の生活につ
いて説明を受ける 

❸施設の組織、提供す
るサービスについて
説明を受ける 

❶内外の会議、プロジ
ェクト等に参加し、 

ソーシャルワーカ
ー（以下、SWｒ） 

の立場や役割を観
察、記録にまとめる 

❷職員の CL との関わ
りにおけるコミュ
ニケーション技法
を観察、記録にまと
める 

❶CL の生活場面に入
り、CL や職員へ挨
拶や自己紹介をお
こなう 

❷職員の CL との関わ
りにおけるコミュ
ニケーション技法
を説明できる 

❸地域支援係事業（短
期入所、日中一時支
援事業、居場所づく
り事業、見学研修な
ど）に参加する 

❶職員の CL との関わ
りからまとめたコ
ミュニケーション
技法を用いて CL と
の関わりを実践す
る 

❷内外の会議、プロジ
ェクト等において、
自分の考えを説明
する 

 
 

・実践的ケア基準 
・広報資料 
・PT 資料 
・地域支援係事業（短

期入所、地域連携型
短期入所事業、日中
一時支援、居場所づ
くり事業、見学研
修） 

 

利用者やその関

係者（家族・親族、

友人等）との援助

関係の形成 

(２)クライエント

等との援助関係

を形成すること

ができる 

・福祉型障害児
入所施設の機
能と役割を調
べる 

・知的障害、発達
障害の障害特
性を調べる 

・児童指導員の
仕事を調べる 

❶福祉型障害児入所
施設に入所する CL
や家族の特性、傾向
について説明を受
ける 

❷知的障害、発達障害
の障害特性につい
て説明を受ける 

❸心理士講義、ソーシ
ャルワーク講義の
なかで、利用者の家
族との関係構築の
必要性について説
明を受ける 

❶CL の障害特性や入
所背景に基づいた
SWｒのアセスメン
トの視点について
説明を受ける 

❷日常場面でおこな
われる職員と CL の
面接場面を観察し、
記録にまとめる 

 

❶心理士講義、ソーシ
ャルワーク講義を
通 じ て 学 ん だ  CL
との関わりの要点
を説明できる 

❷職員と CL の課題解
決に向けた関わり
の場面を観察もし
くは状況説明を受
け、今後の援助過程
について検討・報告
し、職員より助言を
受ける 

 

❶（①人間関係の形
成：発展的内容❶）
と共通 

❷自身の CL への関わ
りにおいて、障害特
性や課題の異なる
CL への関わり方の
違いを説明する 

❸個別支援計画を作
成し、その内容につ
いて具体的に説明
をおこなう 

❹個別支援計画を作
成した CL と、計画
に基づいた課題解
決のための関わり
を実践する 

・個別支援計画書 
・心理士講義 資料 
 

 
利用者や地域の

状況を理解し、そ

の生活上の課題

(４)クライエント、

グループ、地域住

民等のアセスメ

ントを実施し、

ニーズを明確に

・アセスメント

に関するテキ

ストの閲覧 

❶各班・指導員室にお
いて児童個別ファ
イルを閲覧し、CL
の障害特性や課題
について説明を受
ける 

❶CL の成育歴と CL
を取り巻く環境に
基づいた SWｒのア
セスメントの視点
について説明を受
ける 

❶個別支援計画作成
に向け、CL のニー
ズ把握を目的とし
た関わりを実践す
る 

❶（①人間関係の形
成：発展的内容❶）
と共通 

 

・児童個別ファイル 
・個別支援計画書 
・園長講話資料 
・事業報告書 
・地域支援係業務 
（地域連携型短期入

①  

②  

③  



（ニーズ）の把

握、支援計画の作

成と実施及び評

価 

することができ

る 

 

・知的障害、発達

障害、虐待に

関するテキス

トの閲覧 

 
❷個別支援計画にお

いて、エンゲージメ
ントからアセスメ
ント、具体的支援の
立案から実施、評価
に至るまでの展開
過程について説明
を受ける 

 
❸園長講話ならびに

事業報告書を閲覧
し、学園の役割につ
いて説明を受ける 

 
❹SW 専任より学園の

おこなっている地
域支援（連携）とし
ての取り組みにつ
いて説明を受ける 

 
❷班会に出席し、個別

支援計画の策定や、
それに基づいた支
援の評価、見直しの
展開過程を観察す
る。その場における
SWｒの役割を観察
する 

 
❸自立支援室会議、圏

域自立支援協議会
会議に参加し、地域
ニーズについて SW
ｒから説明を受け
る 

 
❹圏域相談支援事業

所、自立支援協議会
事務局への訪問を
おこなう 

 

❷個別支援計画作成
に必要な情報収集
（心理士、看護師
等）を実践する 

 

❸地域アセスメント
を考察し、記録に記
載する 

❷（②援助関係の形
成：発展的内容❸）
と共通 

 

❸個別支援計画作成
から評価までの一
連の過程を実習指
導者に報告し、評価
をうける 

所事業、日中一時支
援、居場所づくり事
業） 

(５)地域アセス

メ ン ト を 実 施

し、地域の課題

や問題解決に向

けた目標を設定

することができ

る 

 

(６)各種計画の

様式を使用して

計画を作成・策

定及び実施する

ことができる 

 

(７)各種計画の

実施をモニタリ

ングおよび評価

することができ

る  

 

 

利用者やその関

係者（家族・親族、

友人等）への権利

擁護活動とその

評価 

(３)クライエン

トの権利擁護及

びエンパワメン

トを含む実践を

行い、評価する

ことができる 

・社会福祉士の
倫理綱領の閲
覧 

・学園資料の閲
覧 

❶CL の意思表明やア
ドボケイトについ
て、学園としての取
り組みや支援内容
について説明を受
ける 

 

❷苦情解決システム、
第三者評価につい
て説明を受ける 

❶権利擁護委員会に
同席し、CL の意思
表明やアドボケイ
トを職員がどのよ
うに実践している
かを観察、記録にま
とめる 

 

❷日常生活場面にお
いて、職員のエンパ
ワメントの視点に
基づいた CL への支
援を観察する 

 

❶日常生活場面にお
いて、職員のエンパ
ワメントの視点に
基づいた CL への支
援を過去の事例を
基に考察し記録に
まとめる 

❶CL へのエンパワメ
ントの視点に基づ
いた支援を実践す
る 

・子どもの権利ノート 
・苦情解決・第三者評

価書 
・実践的ケア基準 

 

多職種連携及び

チームアプロー

チの実践的理解 

(８)実習施設・機

関等の各職種の

機能と役割を説

明することがで

きる 

 

・学園資料の閲
覧 

 
・福祉圏域シス

テムに関する
資料の閲覧 

❶各職種の機能と役
割、科、係、各会議
の機能と役割につ
いて説明を受ける 

・児童発達支援管
理責任者の業務に

❶各種会議・PT に参
加し、多職種連携に
よるチームアプロ
ーチ・合意形成に向
けた実践及びそこ
での SWｒの役割を

❶各種会議・PT に参
加し、考察した自分
の意見を実習指導
者に伝える 

 

❷各種会議・PT に参

❶各種会議・PT に参
加し、意見を求めら
れた際には自分の
意見を発表する 

 

❷地域支援係事業（居

・各会議資料 
・医務室 
・心理士 
・副園長（児発管） 
・地域支援係事業（進

路、地域連携型短期
入所事業、日中一時

④  



(９)実習施設・機

関等と関係する

社会資源の機能

と役割を説明する

ことができる 

 

ついて 

・近江学園のソー
シャルワークにつ
いて 

・医務室の業務に
ついて 

・心理士の業務に
ついて 

 

❷学園内における各
職種の連携や協働
の実践について説
明を受ける 

 

❸学園と地域社会資
源の連携や実践に
ついて説明を受け
る 

観察する 

 

❷圏域自立支援協議
会、進路検討会議等
に出席し各種関係
機関の役割を観察
した上で、SWｒの
関係機関との連携
の実践を観察する 

 

加し、会議録を作成
し実習指導者に報
告する 

 

場所づくり事業等）
の企画検討の場に
参加し、自分の意見
を発表する 

 

❸チームアプローチ
の場面を観察し、チ
ームにおける SWｒ
の役割と各者の役
割をまとめ、実習指
導者へ報告する 

支援、居場所づくり
事業、見学研修） 

 

(10)地域住民、関

係者、関係機関

等と連携・協働

することができ

る 

 

(11)各種会議を

企画・運営する

ことができる 

 

 

当該実習先が地

域社会の中で果

たす役割の理解

及び具体的な地

域社会への働き

かけ 

 

(12)地域社会に

お け る 実 習 施

設・機関等の役

割を説明するこ

とができる 

 

・学園資料の閲
覧 

❶（③ニーズの把握、
支援計画の作成と実
施及び評価：場の理
解に関する内容❸）
と共通 

 

❷（⑤多職種連携及び
チームアプローチ：
場の理解に関する
内容❶）と共通 

 

❸（③ニーズの把握、
支援計画の作成と実
施及び評価：場の理
解に関する内容❹）
と共通 

 

❹学園の CL と地域の
つながりについて
説明を受ける（利用
者への支援） 

❶学園の SWｒがおこ
なっている地域支
援（連携）の実践内
容について説明を
受ける 

 

❷（⑤多職種連携及び
チームアプローチ：
SWr の理解に関す
る内容❷）と共通。 

 

❸卒園生アフター会
議等を通じて SWｒ
と CL の関わりや支
援について説明を
受ける 

❶各種会議、PT に同
行し、地域支援にお
けるニーズを実習
指導者と検討する 

❶地域支援（連携）に
おけるニーズに対
する学園での支援
展開について検討、
報告書をまとめる 

 
❷（⑤多職種連携及び
チームアプローチ：S
発展的内容❶）と共通 

・事業報告書 
・各種会議資料 
・地域支援係事業（短

期入所、地域連携型
短期入所事業、日中
一時支援、居場所づ
くり事業） 

 

 

(13)地域住民や

団体、施設、機関

等に働きかける

ことができる 

 

 

地域における分

野横断的・業種横

断的な関係形成

と社会資源の活

用・調整・開発に

(14)地域におけ

る分野横断的・

業種横断的な社

会資源について

説明し、問題解

決への活用や新

たな開発を検討

・学園資料の閲
覧 

・糸賀著作物の
閲覧 

❶学園の成り立ちか
ら社会資源との関
係形成の在り方に
ついて、学園の基本
方針の観点を基に
説明を受ける 

 

❶子家相（県）、子家室
（市町）、行政、学
校、計画相談支援、
サービス調整会議
などとの連携のな
かで SWｒの役割に
ついて説明する 

 

❶学園と連携してい
る社会資源を整理
し、記録にまとめる 

 

❷個別支援計画を作
成する際に、社会資
源の活用について

❶学園の連携してい
る社会資源とその
内容について、実習
報告会にて説明す
る 

 

❷新たな社会資源の

・学園資料 
・個別支援計画書 
・地域支援係事業（短

期入所、地域連携型
短期入所事業、日中
一時支援、居場所づ
くり事業） 

 

⑥  

⑦  



関する理解 することができ

る 
❷入所児の生活状況

や学園の取り組む
事業内容を踏まえ
て、社会資源の活
用・開発の必要性に
ついて説明を受け
る 

 

考察を行い、計画に
反映させる 

 

❸新たな社会資源の
開発について考察
し記録にまとめる 

開発について考察
した内容を実習指
導者へ報告し、評価
を受ける 

 

施設・事業者・機

関・団体等の経営

やサービスの管

理運営の実際（チ

ームマネジメン

トや人材管理の

理解を含む） 

 

(15)実習施設・機

関等の経営理念

や戦略を分析に

基づいて説明する

ことができる 法令の閲覧 
 
・児童福祉法 
・障害者総合支

援法 

❶学園の事業計画・報
告を閲覧する 

 

❷法律に基づく障害
者ならびに社会的
養護を取り巻く状
況について説明を
受ける 

 

❸各種会議、PT の現
状と進行過程につ
いて説明を受ける 

 

❶福祉型障害児入所
施設におけるチー
ムマネジメントの
必要性を踏まえ、学
園でのチームマネ
ジメントのための
SWｒの実践につい
て説明を受ける 

 

❷障害者施策、社会的
擁護を取り巻く法
制度を基に SWｒの
実践について説明
を受ける 

 

❶福祉型障害児入所
施設におけるチー
ムマネジメントの
必要性について考
察し、記録にまとめ
る 

 

❷施設を取り巻く現
状を踏まえ、福祉型
障害児入所施設の
今後の在り方や SW
ｒが担う実践につ
いて考察し、記録に
まとめる 

❶福祉型障害児入所
施設におけるチー
ムマネジメントの
必要性について実
践報告会にて報告
する 

 

❷施設を取り巻く現
状を踏まえ、福祉型
障害児入所施設の
今後の在り方や SW
ｒが担う実践につ
いて考察し、実習指
導者に報告する 

・事業報告書 
・建て替えに関する資

料 
・チームビルディング 
・地域支援係事業（見

学研修、地域連携型
短期入所事業、日中
一時支援、居場所づ
くり事業） 

 

 

(16)実習施設・機

関 等 の 法 的 根

拠、財政、運営方

法等を説明する

ことができる 

 

 

社会福祉士とし

ての職業倫理と

組織の一員とし

ての役割と責任

の理解 

 

(17)実習施設・機

関等における社

会福祉士の倫理

に基づいた実践

及びジレンマの

解決を適切に行

うことができる 

 

・社会福祉士の
倫理綱領の閲
覧 

❶学園の倫理綱領に
ついて説明を受け
る 

 

❷個人情報保護のた
めの取り組みにつ
いて説明を受ける 

 

❸学園の実践的ケア
基準について説明
を受ける 

❶会議、PT、日常場面
における SWｒのチ
ームアプローチ場
面・課題解決過程を
観察する 

 

❷社会福祉士として
の倫理について SW
ｒから説明を受け
る 

 

 

❶SWｒの実践におけ
る倫理的ジレンマ
が生じた場面につ
いて SWｒへヒアリ
ングをおこない、記
録にまとめる 

 

❷会議、PT、日常場面
に参加し、チームア
プローチや課題解
決過程における SW
ｒの倫理判断に基
づく行為を発見し
記録にまとめる 

❶SWｒへのヒアリン
グから挙げられた
倫理的ジレンマに
ついて、実習生の立
場で考察し、実習指
導者へ報告する 

 

❷会議、PT への参加
時に意見を求めら
れた際に、SWｒの
専門性や立場に留
意した発言をおこ
なう 

・社会福祉士の倫理綱
領 

・各種会議資料 
・実習指導者テキスト 
・実践的ケア基準 

 

(18)実習施設・機

関等の規則等に

ついて説明する

ことができる 

 

①  １ アウトリーチ 

 

(19)以下の技術

について目的、方

法、留意点につい

て説明すること

・各種用語につ
いて調べる 

❶学園が取り組んで
いる地域支援（連
携）に関する事業の
概要ならびにその
理念について説明
を受ける 

❶会議、PT、関連事業
へ同行し SWｒの活
動を観察する。ま
た、関係者との関わ
りについて説明を
受ける（圏域相談支
援事業所（主に基
幹）の訪問・聞き取
りなど） 

❶学園のアウトリー
チ実践における目
的や方法を整理し、
記録にまとめる 

 

❷過去の事例を含め
てアウトリーチ実
践の際に生じる課

❶学園のアウトリー
チ実践における目
的や方法を整理し、
考察した課題も含
めて実習指導者に
説明する 

・各種会議資料 
・相談支援事業所 
・地域支援係（家族支

援、進路、短期入所、
地域連携型短期入
所事業、日中一時支
援、居場所づくり事
業、見学研修） 

⑧  

⑨  



ができる 

 

・アウトリーチ 

・ネットワーキ

ング 

・コーディネー

ション 

・ネゴシエーシ

ョン 

・ファシリテー

ション 

・プレゼンテー

ション 

・ソーシャルア

クション 

題について考察し、
記録にまとめる 

２ 
ネットワーキン

グ 

❶圏域の社会資源や
障害者を取り巻く
状況を理解したう
えでネットワーク
構築の必要性につ
いて説明を受ける 

❶多職種間との連携
における SWｒのネ
ットワーク構築へ
の取り組みを説明
する 

 

❶他機関とのネット
ワーク構築の展開
過程におけるそれ
ぞれの役割を明確
にし、学園の立場に
ついて考察をおこ
ない、記録にまとめ
る 

❶他機関とのネット
ワーク構築の展開
過程におけるそれ
ぞれの役割を明確
にし、学園の立場に
ついて考察をおこ
ない、実習指導者に
報告する 

３ 
コーディネーシ

ョン 

❶各種会議、PT にお
けるコーディネー
ションの必要性に
ついて説明を受け
る 

❶各種会議、PT にお
いて SWｒのコーデ
ィネーション場面
を観察する 

❶SWｒの観察を踏ま
えて、SWｒのコー
ディネーションの
必要性、留意点を考
察し、記録にまとめ
る 

❶SWｒの観察を踏ま
えて、SWｒのコー
ディネーションの
必要性、留意点を実
習指導者に報告す
る 

 

４ 
ネゴシエーショ

ン 

❶各種会議、PT にお
けるネゴシエーシ
ョンの必要性につ
いて説明を受ける 

❶各種会議、PT にお
いて SWｒのネゴシ
エーション場面を
観察する 

❶SWｒの観察を踏ま
えて、SWｒのネゴ
シエーションの必
要性、留意点を考察
し、記録にまとめる 

❶SWｒの観察を踏ま
えて、SWｒのネゴ
シエーションの必
要性、留意点を実習
指導者に報告する 

 

５ 
ファシリテーシ

ョン 

❶各種会議、PT にお
けるファシリテー
ションの必要性に
ついて説明を受け
る 

❶各種会議、PT にお
いて SWｒのファシ
リテーション場面
を観察する 

❶SWｒの観察を踏ま
えて、SWｒのファ
シリテーションの
必要性、留意点を考
察し、記録にまとめ
る 

❶SWｒの観察を踏ま
えて、SWｒのファ
シリテーションの
必要性、留意点を実
習指導者に報告す
る 

 

６ 
プレゼンテーシ

ョン 

❶各種会議、PT にお
けるプレゼンテー
ションの必要性に
ついて説明を受け
る 

❶各種会議、PT にお
いて SWｒのプレゼ
ンテーション場面
を観察する 

❶SWｒの観察を踏ま
えて、SWｒのプレ
ゼンテーションの
必要性、留意点を考
察し、記録にまとめ
る 

❶SWｒの観察を踏ま
えて、SWｒのプレ
ゼンテーションの
必要性、留意点を実
習指導者に報告す
る 

 

７ 
ソーシャルアク

ション 

❶現在、学園にて行わ
れているソーシャ
ルアクション実践
について説明を受
ける 

❶現在、学園にて行わ
れているソーシャ
ルアクション実践
について、SWｒが
担った役割につい
て説明を受ける 

❶障害福祉分野にお
ける現状やニーズ
を考察し、記録にま
とめる 

 

❷障害福祉分野にお
ける今後求められ

❶考察したソーシャ
ルアクションにつ
いて、実習指導者に
報告し評価を得る 



るソーシャルアク
ションとは何かを
考察し、記録にまと
める 

当園の

ソーシ

ャルワ

ーク実

習の特

色 

（R7 年度） 
・当園にはＳＷ専任職員が配置されており、入所施設でありながらＳＷ専任職員の動きを基本として実習を行うことができます。 
・SW 専任職員を実習担当とすることで、日常的にＳＶが得られやすい環境のなかで実習を行うことができます。 
・SW 専任職員をはじめとして心理士、看護師、栄養士等の専門職が配置されており、同一施設内における多職種連携を学ぶことができます。 
・当園は３次機関（県立県営の施設）であり、滋賀県下の全圏域を対象とした他機関・多職種連携を学ぶことができます。 
・児童の特性や目的に応じて設計された 3 タイプのユニット、年齢や特性の異なる児童集団（生活班）のなかで各々の特色を学ぶことができます。 

 


